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1. はじめに 

岩手県の平泉地域は、2008 年度の世界遺産登

録を目標としているが、登録後に増加が予想さ

れる多様な観光客への対応が課題となっている。

我々は課題解決のために携帯電話と RFID を活用

した観光情報のユニバーサルデザイン（以下、

UD）化をテーマに 2005 年度から UD 観光情報シ

ステムの研究に取り組んでいる[1]。 

RFID タグ（以下、タグ）には、アクティブ型

とパッシブ型がある。UD の観点からは、通信距

離の長いアクティブ型が適しているものの、バ

ッテリーやコスト等の運用面からはパッシブ型

が現時点では導入しやすい。本稿では平泉町毛

越寺をフィールドとして、パッシブ型 RFID リー

ダ付携帯電話試作機（以下、RFID 携帯電話）[2]

を用いて試作した UD 観光情報システムの概要に

ついて報告する。 

 

そこで携帯電話上で毛越寺の地図を表示し、現

在位置や周辺情報、順路がわかるようにする。 

 文化財ガイド支援：ほとんどのスポットでは

寺院が焼失などで現存していないため、そこに

どのようなものがあったかイメージしにくい。

パッシブ型タグを用いて携帯電話でその場所の

情報を提供することによって、ただ看板に書い

てある解説を読むだけではなく、復元 CG の表示

や看板に書かれた難しい用語の解説などを閲覧

できるようにする。 

2.2 システム構成 

本システムは、各スポットに設置してあるパ

ッシブ型タグ、タグを読み取るための RFID 携帯

電話、観光情報を蓄積・提供する観光情報サー

バ、タグと観光情報サーバの連携処理を行う

ITAG サーバ[1]の４つから構成される（図１）。 

以下、ユーザから見たシステム操作の流れに

ついて説明する。システム利用に先立ち、まず

「使用言語」「高齢者」「車椅子利用」「こど

も」「視覚補助必要」といったユーザの利用特

性を設定してもらう。つぎに毛越寺や平泉に対

する簡単な設問に答えてもらい、ユーザの理解

度を把握する（図１①）。以上のユーザ情報設

定を終えてから、ユーザは境内を観光しながら、

RFID 携帯電話を用いて各スポットの案内板に設

置してあるタグから場所 ID を読み取る（同②）。

場所 ID とユーザ情報を ITAG サーバ経由で観光

情報サーバに送信し（同③）、該当する場所デ

ータを受け取る（同④）。ユーザはメニューを

選択して各種の情報を検索する（同⑤）際に、

利用特性と理解レベルに応じて、各自に適した

提供方法で必要なコンテンツを得ることができ

る（同⑥）。 

2. システム設計 

2.1 設計方針 

本システムを設計するにあたって UD の観点か

ら以下のような情報提供方法への配慮を行った。 

 ○障害者 

・車椅子利用 トイレ情報・車椅子ルート情報 

・視覚障害  スポットの簡単な音声案内 

・聴覚障害  境内の各種情報を文字表示 

 ○高齢者   表示文字の拡大 

 ○外国人   英語表記 

 ○若年層   クイズによる興味喚起、ふりがな 

また、観光情報について、移動支援と文化財

ガイド支援に着目して提供することとした。 

  移動支援：現在毛越寺の各史跡には解説・案

内の案内板やガイドマップが設けられているが、

それだけでは順路がわかりにくく、自分のいる

位置が把握しにくい。しかしこれ以上案内板を

設置するのは景観を損ねる恐れがあり難しい。 

各機能の概要について説明する。 

（１）UD 支援機能 

UD の視点から各ユ－ザの利用特性を考慮し、情

報提供の方法や内容をシステム側で自動設定す

る。例えば、車椅子利用者に対してはバリア情

報など通常の情報以外に必要な情報を提示する、

高齢者に対しては文字を拡大表示して見やすく

する等がなされる。 
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    図１ システム構成 
（２）ナビゲーション機能  図２ システム画面 
タグに対応する場所情報から、現在位置をマ

ップ上で示すほか、トイレや車椅子利用者用の

ルートなどの周辺情報や順路を表示する。 

 

 

（３）解説機能 

クイズ機能の履歴情報からユーザの理解レベ

ルを調べ、それを反映させた解説情報（マメ知

識、写真・復元 CG 表示、看板の用語解説）を表

示する。 

（４）クイズ機能 

クイズ機能は各スポットに用意されており、

クイズに回答すると答えと解説が表示される。

正解した場合は、オリエンテーリング機能で使

用するキーワード用の１文字が出力される。 

（５）オリエンテーリング機能 

クイズで正解する毎に出力された１文字を集

め、その文字を並び替えてキーワードを作成す

る。キーワードが正しく構成されている場合は、

何らかの報酬をユーザにフィードバックする。

本機能の狙いは、観光の際、子供が文化財観光

に飽きないようにするための動機付けにある。 

 

3. プロトタイプ開発概要 

開発したプロトタイプの画面を図２に示す。

左はユーザ情報設定画面、右はメニュー画面の

一例である。本システムは RFID 携帯電話（表

１）のインターネットブラウザ（ezweb）から閲

覧できるものとした。開発言語はコンテンツ表

示などに HTML/HDML、データの受け流しに PHP、

携帯電話内蔵の RFID リーダ制御に Java を用い

た。また、携帯アプリの開発ツールとしては

Openwave® SDK6.2K 、音声ファイル形式は qcp、

データベースは MySQL を使用した。   

対応電子タグ仕様 ミューチップ TM 

電子タグ周波数 2.45GHz 

電子タグ ID ビット長 128bit（読取専用） 

電子タグ読み取り距離 

(周囲条件により異なる) 

最大約 5cm 

電子タグ読み取りの動作

回数・時間 

(動作条件により異なる) 

約 3000 回 

(読み取り回数) 

タグリーダ部外形寸法 38mm×100mm×15mm 

表１ パッシブ型 RFID 携帯電話試作機の仕様[2]

 

 文化財学習への応用として試行的に、観光ス

ポットで読み取ったタグ関連情報の閲覧履歴を

携帯電話側のアプリ終了時に ID を発行して後日

パソコンから参照できるようにした[3]。これは、

修学旅行や総合学習において、現地での見学後、

自宅に戻って学習内容を振りかえる際などに有

効であると考える。 

 

4. おわりに 

2006 年 10 月・11 月に、今回開発したシステ

ムの評価を目的とした社会実験を平泉町毛越寺

にて実施した。その評価結果については、参考

文献[4]を参照されたい。 
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